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国立病院機構和歌山病院の病床について
• 患者数の推移及び2025年以降の御坊医療圏域の人口推移を考慮した適切な病棟運営を実施
するため、病棟を再編する。

• 具体的には、現在6看護単位(310床)から4看護単位(260床)へ。
• 地域医療構想の実現に向けた取組を支援することを目的として医療機関の病床機能再編に
対し交付される病床機能再編支援事業給付金を活用したい。
(病棟改修(病床拡張)工事)

【病床再編】
〇令和２年１２月に一般病床（急性期）３０床を休床に変更
一般病床（急性期） 85床 ⇒ 一般病床（急性期） 55床
※現在は休床にした３０床をコロナ病床として運用

〇令和５年度内に一般病床（慢性期）の２０床を削減する予定
一般病床（慢性期）210床 ⇒ 一般病床（慢性期）190床

上記、病床再編により一般病床50床（現在コロナ病床として運用している３０床及び今後、
病床再編予定の２０床）を令和５年度内に廃止する方向で、国立病院機構本部、関係機関等
と調整を進める。


